
２０２１年度 国語 第１回 

 

一 

問一 本文の冒頭で、千弦が祖父母に向かって「ごめんなさい」と謝っています。リード文で場面や登

場人物の関係を把握し、傍線部直後の祖母とのやりとりなどを踏まえて、千弦の気持ちを考えまし

ょう。 

問二 やや正答率が低かった設問です。Ａは、少年時代のおもちゃやポスターが片付けられてしまい、

ちょっと残念な気持ちになっている「お父さん」の気持ちを想像してみてください。空欄の直後に

「その顔がおかしくて～」とあるので、子供心を残した、ちょっとお茶目なお父さんですね。Ｂは、

祖父母の家にホームステイすることになり、きちんとあいさつをする千弦に続いて、響音もまねを

する場面です。今までの響音と祖父母の関係、今の響音の気持ちを考えましょう。 

問三 父が提案した「おじいちゃんちでのホームステイ」の目的は何でしょうか。最後の場面まで読み

進むと、響音の立場から言い換えている部分があります。 

問四 「人間関係」を「ジグソーパズル」にたとえる父の言葉を、分かりやすく説明する問題です。傍

線部直後にある「色も形もちがうピース」とは、一人ひとりの個性や性格、考え方を表しているこ

とに触れてください。また、傍線部の直前で「家族とか、ともだちとか、」とあるので、ここでの「人

間関係」を「家族」だけに限定している解答は減点になります。 

問五 「すばらしい絵」とは、問四の「人間関係」＝「ジグソーパズル」と重なります。ここでは、ぎ

くしゃくしている自分たち家族の関係を考え直して、一人ひとりの生き方、互いのつながりをより

良くしようという父の気持ちが表れています。 

問六 傍線部は「おじいちゃん」が、子供、孫の前で、家族のあり方や子育てについて語る言葉です。「お

しあいへしあいして成長する」、直後の祖母の「失敗くらいいくらでもするわよ」という言葉を参考

にして、祖父の気持ちを考えましょう。 

問七 千弦と響音の叔母である燈子は、ざっくばらんな態度（「かたい話はなし。」などと言葉をかけて、

不安を抱いている千弦を温かく励ましている。）で、兄（＝千弦と響音の父）の家族を支えています。  

口では「おまえの影響で～困るなあ」と言っているのは、言葉と裏腹に、兄と妹の親しい関係を表

していることに気付いてほしいところです。 

問八 傍線部で、千弦の気持ちが少しずつほぐれていることが分かります。傍線部の直後で千弦自身が、

家族の関係を冷静に見つめている部分を参考にして、「ほっとした」理由を考えてみましょう。 

問九 千弦の言葉を受けて、響音が応答する場面。問八の千弦の気持ち、姉妹関係を合わせて考えると、

響音も自分の気持ちに正直になっていることに気づきます。 

問十 本文全体を踏まえて、ここでの響音の気持ちを考えましょう。最後の場面で響音は、祖父母の家

でのホームステイを経て、家族全体が今までよい良い関係になる可能性を感じ、姉の千弦が本来の

自分自身を取り戻し、またピアノと楽しく向き合えることを願っています。 

 

二  

問一 傍線部の直後に二つの違いを述べています。その中から、表現する内容の違いについて述べたと

ころをまとめましょう。 



問二 語句の意味を問う問題です。選択肢を文脈にあてはめて考えてみましょう。 

問三 空欄はＢの読みから考えられる風景を述べている部分です。つまり直前の「作者は少し離れたと

ころから石を見ている」という内容とあっているものが解答になります。アとウはこの内容と合致

しません。残りの選択肢のうち、旅人が「我先に腰かけよう」としているか、「休んでは旅立ってい

く」のかを考えましょう。 

問四 すぐにアは決められないので、イの方を考えます。「夏野に石一つ」とした方が良いのがイである

と述べられているので、後半の読みが「夏野に一つの石が」となっているＡがイであると決められ

ます。 

問五 傍線部から読み進めると、二つの情報を詠み込むことを「取り合わせ」といい、「この句はどんな

ものとどんなものの取り合わせになっているでしょうか。」と続いています。であればその直後に取

り合わせられているものが説明されていることになります。 

問六 空欄Ⅹ・Ｙともに、直前に「つまり」とあるので、「つまり」より前の内容をまとめる言葉が入る

ことが分かります。「ドラミングの音」「目で見るもの」という内容を表す言葉が入ります。 

問七 問五と同じくすぐ後に続く文章に、「取り合わせ」られているものの説明があります。ただし、す

ぐ後の説明からでは字数が合わないため、字数の合う部分を解答とします。 

問八 傍線部直後に注目すると、「闇の深さかな」がこがねむしのその後を決めるポイントであると述べ

られています。また、音を立てたら「闇の深さ」とは言えないという言葉もヒントです。闇は深い

というのは、非常に暗いということです。そこから考えれば、このこがねむしの姿は見えません。

また上記から、音を立てていないという内容も解答に必要となります。 

 

三 漢字全体の正答率が 64％でした。漢字の書き取りをしっかり練習すると共に、ふだんから「この言

葉は、漢字で書くとどういう字かな」という意識を持つことが大切です。①「砂糖を『精製』する」

が特に難しかったようです。文章の中での意味を考えたり、「同音異義語」を書き分ける練習をしたり

するとよいでしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２０２１年度 国語 第２回 

 

一 

問一 語句の知識を問う問題です。下に「ない」などの打消しを伴い、「必ずしも」という意味です。「あ

ながち…ない」で、「絶対にそうとは言い切れない」という意味を表します。 

問二 空欄の前後の流れから、空欄に当てはまる言葉を選ぶ問題です。空欄 Aは、「な狩り」と続きます

ので、イヌ科動物の狩りの特徴を表す言葉になります。空欄 B は、直前の「激しい動きを」という

身体の機能に関する記述に注目しましょう。 

問三 対比された比喩表現を探す問題です。イヌと対比されているネコはどのような人にたとえられて

いるでしょうか。 

問四 傍線部の理由を問う問題です。理由は傍線部を含んだ文の直前の二文に説明されています。制限

字数に注意して、理由を説明する形でまとめましょう。自分で読んでわかりやすい表現になってい

るかどうかもチェックしましょう。 

問五 ウ、エは、人間のことを述べていないので、ア、イに絞られます。イの「常に細心の注意を払っ

て」は本文の記述にありません。 

問六 接続語を問う問題です。空欄の前後の関係性を考えましょう。空欄Ⅰは、前後が並列の関係で、

空欄Ⅱは、前後が反対の関係にあります。 

問七 本文の内容に関する正誤問題です。イの後半「周りにいる人には全く関心がない」や、ウの「ネ

コ科動物はすべて」や、オの「ねこはそもそも孤独な生き物なので、人間を完全に理解することが

できない。」にあたる記述は、本文にはありません。 

 

二  

問一 Ａは「かたつむりのように」、Ｂは「暗唱をくりかえし」、Ｃは「鞭がふりおろされる」、Ｄは

「杖にすがって」がヒントになります。 

問二 父親の「生きていけるのか、こんなぼんやり者で」のようなセリフで明らかなように、父親はウ

ィルのことを認めていません。アではその点が不十分です。ウは一日くらい手伝いをしなくても問

題はなく、実際に抗議もしているようです。エは「仲間はずれにされる」が間違いです。 

問三 イのように「のけ者にして無視」したわけではなく、ウのように「伝えようとはしなかった」わ

けでもありません。みんなはケニルワースの話題に夢中なだけだったのです。アはウィルが想像し

た内容ではありません。 

問四 「欲しがらないようにしよう」という意味です。 

問五 「ひとりになる」と「孤独ではない」が同時に起こっています。ウィルにとって孤独とは、非現

実的な世界に触れられないことで、そのような世界に入るためには店の手伝いという現実から離れ

る必要があります。ウを選ばないようにしましょう。 

問六 「涙」に関する箇所は、「ケニルワースに行きたかった、祭りを見たかった～」、「泣くだけ泣

くと～ケニルワースでの女王様のお祭りに、どれほど憧れているか」とあるように、お祭りに行け

なかったことと関連しています。父親にしかられたことは直接関係ありません。アを選ばないよう

にしましょう。 



問七 額の髪を引っ張るのは困ったときの癖です。学校の先生に妖精は存在しないと教わっているので

困ったのです。 

問八 脱落文は、本文を読み始める前にチェックしておきましょう。そうすれば比較的簡単に見つかる

はずです。 

 

三  

①はよくできていました。②は「任」などの誤字が見られました。③はまあまあよくできていました

が、「困」などの誤字が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２０２１年度 国語 第３回 

 

一 

問題にとりかかる前に、まずリード文に注意しましょう。リード文は、文章のテーマや物語の場面な

ど、文章読解の手がかりを教えてくれます。リード文は本文と同じように注意深く読む、という習慣を

つけてください。 

問一 傍線部の原因となるものを考える問題ですが、ふさわしくないものを選ぶことに注意しましょう。

傍線部よりも後の部分を丁寧に読めば、ア・イ・ウは原因として当てはまることがわかります。 

問二 言葉のきまりを問う問題です。傍線部②の「ない」は、「ぬ」や「ず」に置き換えても意味が通り

ます。「いない→いぬ・いず」（あまりなじみのない言葉遣いだと思いますが。）これと同じような置

き換えができるものが答えです。 

問三 文章の筋道をつかむ問題です。傍線部の前後に描かれているトーコと北沢のやり取りから、二人

は気が置けない友人であることがわかります。（「気が置けない」の正しい意味は知っていますか？）

二人が打ち解けて話をしている場面を想像してください。イの「悩んでいる～北沢の思い」は、本

文に描かれている北沢のさりげない態度とは合いません。なお文学的文章の読み方として、「登場人

物の気持ちと場面の様子は関連していることがある」ということは知っておいてください。 

問四 文章の筋道をつかむ問題です。傍線部の前にあるトーコのセリフ「すごいよね～なんにも無いん

だ、わたしには」から、傍線部の後にある北沢のセリフ「なんにも無いなんて、思うなよ」までを、

丁寧に読んでみましょう。 

問五 文章の筋道をつかむ問題です。二つの傍線部の前後も含めた広い範囲で、トーコと穂香のやりと

りを読んでください。特に、傍線部⑥の後の穂香のセリフ「トーコの気持ちを考えずに～」は大き

なヒントになります。 

問六 文章の筋道をつかむ問題です。本文最後の方にあるトーコのセリフ「……あのね、悩んでたのは

～」に注目します。記述字数が少ないので、うまくまとめる必要があります。また、「何か」「どう

いうことか」などを問う記述問題全体に言えることですが、答えの末尾を「～から。」「～ので。」の

ような理由表現にしないように、気を付けてください。 

問七 傍線部の理由を問う問題です。穂香がトーコを「まっすぐに見た」ところから、トーコが「穂香

から目をそらさ」ずに頷いたところまでが大きなヒントになります。穂香がトーコを許すセリフを

口にしたのは傍線部よりも後のことなので、アは正解とはいえません。 

問八 文章の筋道をつかむ問題です。問五でも触れた穂香のセリフの中にある「話して欲しいよ」に注

目します。空欄の直後にも「そうして穂香に話してみると」とあるので、答えは確定できるはずで

す。なお原文では、順番に「話せ」「話して」と書かれています。解答例は「話して」としましたが、

「話す」などのように答えてもかまいません。 

 

二  

問一 文章の要点をつかむ問題です。空欄Ａ・Ｂで始まる段落内の「以上のように、～」の部分に注目

しましょう。 

問二 傍線部の内容を説明する問題です。餌の種類や量が多いと「多くの幼虫が成長できる」こと、餌



の種類と量が少ないと「ナミテントウのような勢いで増殖することはでき」ないことの２点をまと

めます。説明する内容を順序立てて整理して指定の字数に収まるように書きましょう。 

問三 空欄補充の問題です。Ｘでは、直前のナミテントウの様子と直後のクリサキテントウの様子が対 

比されています。 

問四 空欄補充の問題です。ただし、本文の中に答えはあるので、文章を丁寧に読み解く必要がありま 

す。ａでは、傍線部②の直後に注目しましょう。ｂでは、空欄Ａで始まる意味段落内の「以上のよ

うに、～」の部分に注目しましょう。 

問五 接続語を選ぶ問題です。空欄前後の文章の流れをつかみましょう。空欄１の前の内容が、空欄１

の後にまとめられています。空欄２の後に具体例が述べられています。空欄３の前の内容が、空欄

３の後で付け加えられています。空欄の前後を逆接の関係で結んだり、空欄の後で話題が転換され

ていたりするわけではないので、ア、エは不正解です。 

問六 文のつながりを内容に従って正確に読み取る問題です。まず、「エ」の「このように」が全体を

まとめる言葉なので、これが最後になると考えられます。次に、「ア」、「イ」、「オ」の文頭は、

直前の本文とはつながりがないので、「ウ」が初めであることも決まります。また、「ウ」の「し

つこく追いかけ回します」→「ア」の「『ちょっかい』を出されたメスは」のつながりはすぐに見

つけられます。最後に、「オ」の「寿命も縮まってしまいます」→「イ」の「だんだん数が～とだ

えてしまいます」のつながりが見つかることから、答えが決まります。 

問七 傍線部の理由を読み解く問題です。ふさわしくないものを選ぶことに注意しましょう。空欄Ｂで

始まる意味段落の内容を丁寧に読み解きましょう。 

 

三  

③⑦のような訓読みの漢字書き取りも、しっかり勉強しておいてください。⑤ができていませんでし

た。最近の政治・社会に関するニュースでも、この「続投」という表現は用いられています。普段の生

活の中でも、ぜひ漢字や言葉について積極的に学んでみてください。 

 

 


